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１　内　容

２　実施にあたって

・本事業は、要綱に基づき実施する。

・事業実施後、成果報告会（令和５年２月中旬～下旬を予定）を開催する。

３　令和４年度の開設希望講座　　　　※28講座40施設で実施予定

大学 担当教員 開催施設 対象 講座概要 開催月

清水　友理子
講師

佐鳴台協働センター
小学生及び保

護者

楽しく防災を学ぼう～大切な人の命を守るためにできることは
何だろう～
身近でできる防災力のアップのためのスキルを身につけよう

11～12月

市川　紀史
教授

新津協働センター 小学生

「スマイルスポーツにようこそ」
地域の異年齢の子どもたちのスポーツを通した居場所づくり
～単純だけど奥が深い鬼ごっこ等の軽スポーツでつながろう
～

10月

高台協働センター 10月

蒲協働センター 12月

渡部　いづみ
教授

雄踏協働センター 一般（成人）

浜名湖・舘山寺の歩き旅の紹介
浜名湖を歩いて巡る旅の提案。人、風景、食、歴史を楽しみ、
団体旅行にはない、自分と向き合うパーソナルな時間を過ご
す「歩く旅」の魅力を学生達が紹介する。

10月

高久　新吾
教授

水窪協働センター 幼児，児童

ウキウキおんがく楽校
音楽の街浜松でたのしいおんがくの話聞いて、
みんなでいろいろなことにチャレンジしよう。ピアノを解体して、
変わった音を出したり、音楽に合わせて遊んだりします。

10～11月

石野　純子
特任教授

富塚協働センター
幼・保園児
3歳児～5歳

児

『身近な空き容器や箱を使って手作り玩具を作って遊ぼう』
幼児が生活する中で、身近な材料を使用して遊びに使えるお
もちゃを調査し、実際に指導することで、幼児の表現力や創造
力を引き出す援助法を学ぶ。

8～9月

都田協働センター 8月

高台協働センター 10月

浜
医
大

高橋　善明
助教

舞阪協働センター
小・中学生、

一般

応急処置と感染対策の基礎知識
・　感染対策、応急処置に関するミニ講義
・　AED、心臓マッサージの実技

8月8日

令和４年度

浜松市と大学との連携事業～大学生による講座

光安アパレシダ
光江　教授

小学生・中学生と
保護者（保護者

の代わりにお兄さ
ん・お姉さんでも

OK）

＜ブラジル食文化の紹介＞
　「ブラジル風タピオカスイーツ・スナックを一緒に作りましょ
う！」
大学生と一緒にブラジルで流行っているタピオカスイーツやス
ナック作り講座です。

・講座の講師は、大学の学習課程の一環として、学生が行う。

・講座内容や開催期間等は、大学と生涯学習施設職員とで協議・調整し、地域の学習ニーズを踏まえ決定す
る。

・講座開催に要する会場費は、無料とする。

・講座開催時の学生講師の謝礼は、浜松市が支出する。

浜
松
学
院
大
学

＜児童・生徒スポーツ体験教室＞
「障害のある児童生徒と通常学級の児童生徒のボッチャ交
流」
講座内容　さまざまな児童生徒が一緒にボッチャに取り組み
交流を深める

大森　直也
准教授

小・中学生
障害のある高校

生、特別支援学校
高等部生徒の参加

可
※障害のある児童
生徒については介
助者の同伴をお願

いします。
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大学 担当教員 開催施設 対象 講座概要 開催月

南部協働センター 9～10月

北浜南部協働センター 10月

ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞｻﾘｯﾁ教授
ﾆｺﾗｽ　ｼﾞｪｰﾑｽｸｰﾊﾟｰ

特任講師 東部協働センター 小学生

＜国際理解（英語）＞
「英語で遊ぼう！」
英語を使ったゲームや絵本の読み聞かせ、お絵描きを通じ
て、英語に慣れ親しみ、コミュニケーションを楽しむ講座

11月26日
か

12月3日
午前中

大学事務局
地域連携室

曳馬協働センター 小学生

＜書道＞　　「書き初めで新年の抱負を表現してみよう！」
・書き初めの宿題の仕上げ
・新年の抱負を墨で書き記し、発表します。
書道サークルの学生が　書き初め用紙との字のバランス、と
め、はらいを丁寧にアドバイスします。わずか30分間のうちに
みるみる上達します。

12月24日
か

12月17日

稲垣 恵子 准教授
久保田 君枝 教授
三輪 与志子 助教

三方原協働センター 中高年女性
「自分のカラダとの上手な付き合い方」
・キレイな姿勢の整え方、骨盤エクササイズ
・女性のがん：セルフチェック

2月

西部協働センター 11月

南部協働センター 11月

富塚協働センター 11～12月

三ヶ日協働センター 11月

二俣協働センター 11月

熊ふれあいセンター ９月

東部協働センター
11月30日（水）
10：00～11：30

南陽協働センター 11月

竜川ふれあいセンター 2月

木村　暢男 准教授
加藤　貴子助教

積志協働センター 高齢者

＜ジャンル＞認知症予防
＜テーマ＞
認知症予防　～ゲームやクイズで楽しく認知症予防をしてみま
せんか～
＜講座内容＞
座学：認知症について、認知症予防の必要性と方法
実践：ゲームとクイズによる認知症予防の実践

10月

黒野智子　准教授
神崎江利子准教授

村松美恵　助教
室加千佳　助教

引佐幼稚園
（引佐協働セン

ター）

２歳～小学６年生ぐ
らいまでの子ども、
妊産婦、その家族
など５家族程度

＜育児体験＞　　　「赤ちゃんのお世話」
講座内容（きょうだいができる子どもたちを中心に、妊婦とその
家族に「赤ちゃんのお世話」の疑似体験をしてもらう。

7月27日（水）
10：00～11：00

静
岡
文
化
芸
術
大
学

井上　由里子
准教授

＜身体表現による仲間づくり＞
　からだ全部を使って自分を表現し、仲間と交流する講座です。ウソ
つき自己紹介やジェスチャー伝言などのゲーム的な要素を取り入れ
ながら、自己表現とコミュニケーションの方法を学び、自信を深めて
いきます。さらに、昔話を自由にアレンジした「手作りお芝居」を創作
し、人前で披露することを最終目標とします。

小学生
中学生

（高校生含む）

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

大
学

矢倉 千昭
教授

根地嶋 誠
准教授

＜健康づくり＞　「すこやかな生活を送るための貯筋をしませ
んか」　筋力トレーニングの効果と自分の体力にあったトレー
ニング方法を体験します。

＜体力アップ＞
「自分の身体機能や運動能力を調べてみよう！～体の仕組み
について」
走力などの体力測定や運動を通して体の仕組みについて学
習します。体力測定や運動体験を通して体の仕組みを知り、
科学的に走力・体力UPを図ります。

「認知症予防“海馬を鍛えよう！！”」
講座内容　座学＆実技（からだとあたまの体操）
１部：認知症と物忘れの違い、側頭葉の海馬の働きや認知症
　　　の特徴、作業療法について理解する。
2部：作業療法と認知症予防トレーニングの実践

高齢者

小学生（4年
～6年生）

佐野　哲也 助教
泉　良太　教授

どなたでも
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大学 担当教員 開催施設 対象 講座概要 開催月

浦川協働センター 8月

佐久間協働センター 8月

白脇協働センター 2月

篠原協働センター 2～3月

遠山　紗矢香
講師

入野協働センター
中学生
高校生

競技プログラミングとはどんなものなのか、内容と魅力の紹介
と、サンプル問題の提示、解き方の解説などを予定。

9～12月

入野協働センター 9月下旬

和地協働センター 9月

北部協働センター 10月

天竜協働センター 12月

中部協働センター 9～12月

松村　剛志
准教授

麁玉協働センター 高齢者

「Walking を Thinking」
歩行に関する知識を深め、自分の歩き方と関連する身体能力
を計測し、より健康的な歩行を身に着けるためのアドバイスを
行います。

11月上旬

平松　なをみ
講師

都田協働センター 幼児と保護者

音探しゲームから始まる楽しいリトミック。「音」には色々なリズ
ムやエネルギーがあることを知り、音楽に使われる「音」も学び
ます。親子で楽しみながら集中力や想像力を高め自主性を育
てます。

11月

水窪協働センター 10月

北浜南部協働センター 12月

笠井協働センター 12月

細江協働センター
7月13日（水）
14：00～16：00

中瀬協働センター
9月26日（月）
13：00～15：00

可美協働センター 11月

佐鳴台協働センター 11～12月

長上協働センター 10月

五島協働センター 11月

北部協働センター 10月

下阿多古ふれあいセンター 11月

県居協働センター 11月

静
岡
大
学

村上　高康
准教授

木村 佐枝子
教授

「あなたのお金を守る！特殊詐欺撃退すごろく」
すごろくとクイズ形式で学んでもらう。

立岡　浩一
教授

小学生
（１～６年生）

＜科学工作＞　　　「内容未定」
　大学公認サークル「キッズサイエンスカフェ」による科学の原
理を活かした科学工作講座
（昨年度実施「くるくるカラーチェンジライト」光の屈折によって
キラキラと色が変化するライトを作成しました．）

常
葉
大
学

井口　睦仁
講師

「親子で Let’s dancing !!」
音楽のビートにのって楽しく運動します。
エアロビクスにヒップホップなど各種ダンスも交えて楽しく動き
ます。保護者も一緒に体を動かしましょう！

小学生と保護者

遠藤 浩之
准教授

高齢者

「ボッチャを楽しみながら学ぶ」
障がい者スポーツであるボッチャは老若男女が楽しめるス
ポーツとして広がっている。そこで、ルールや技術を楽しみな
がら学ぶことで、健康増進やスポーツ指導につなげる。

「自分でできるセルフケア」
部活動をしていると、殆どの方が運動してもケア活動はしてい
ません。練習だけでなく、うまく身体を休ませることはとても重
要です。今回は刺さない鍼とツボを使って自分で行う方法、ス
トレッチの方法を講義します。

高齢者

櫻井 博紀
准教授

「めざせアスリート　－走る、跳ぶ、勝つための筋肉の動き－」
かけっこが速くなるためには？　より高く跳ぶためには？　楽し
く鍛える運動を行います。

村本 名史
准教授

小学生
(保護者参加

可)

「チャレンジ　バレーボール」
スポーツ指導者を目指す学生やスポーツ科学を学ぶ学生が、
ソフトバレーボール・ビーチバレーボール・シッティングバレー
ボール等の様々なバレーボールを紹介し、体験して頂く。

「スヌーズレン：ひかる紙芝居・絵本を楽しもう」
紙芝居や絵本をスヌーズレンを利用して五感で楽しむ。
ひかる紙芝居・絵本を通して、こどもたちの感性を刺激する。

中学生

幼児(5歳)～小
学校低学年(9
歳)と保護者、
(兄弟/姉妹の

参加も可)

小学生


